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ヘッドライン　 グリーンイノベーションの 
技術と化学 Part 2

　炭素循環社会の構築や環境問題への取り組みに対し，化学が果たす役割への期待は大きな
ものがある。社会の成長・発展と環境の維持を，トレードオフの関係ではなく，双方向的に
持続的な好循環が生まれるような関係を構築していく必要があり，その実現のために新たな
技術開発が求められている。そこで，こうした新技術への取り組みやその現状，実現しつつ
あるプロセス等について解説していただく。
　本ヘッドラインは第 9号との連載とし，第 10 号ではおもにカーボンニュートラルにおけ
る二酸化炭素の有効利用について，現時点での知見と可能性について解説していただく。
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次号ヘッドライン 化学教育の「高大ギャップ」を考える

　埼玉県立熊谷西高等学校は埼玉県北部熊谷市に位置し，間近には秩父連山を，西
方から北方にかけて浅間，榛名，赤城，日光の山々を望見する関東平野にある。普
通科と理数科を併置しており，創立 48 年目を迎える。令和元年度より SSH（第 2
期）に指定され，科学的思考力・問題解決力を育成する『探究の熊西』を掲げ，発
信力を磨いている。
　普通科は幅広く探究活動，理数科は深く研究活動に取り組み，授業・学校行事・
部活動等のすべての教育活動を通じて探究・発信・学びあいを実践している。『英
姿颯爽』の精神のもと，地域における理数教育の活性化を図っている。

表紙の言葉　埼玉県立熊谷西高等学校


